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今後の展望

1.調査地域にて目視悉皆調査を行い屋外広告を位置情報をつけて撮影
2.写真の情報を用いて分析項目を求める
3.QGISを用いて地図化を行う

・・

調査地域

結果

屋外広告と事業所の関係

着眼点

先行研究 地域特性

本研究 道路特性

横軸：広告数(件)
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考察２

仮説

広告と事業所間の道路距離(掲出距離)は、交通量の少ない補助
道路よりも交通量の多い主要道路の方が大きくなるのではないか

南北補助

平均 1792m

平均 2586m

平均 1683m

東西補助

東西主要

東西主要道路に比べて、
東西補助道路と南北補助道路の平均掲出距離はとても小さい

→顧客は主要道路から補助道路を経由して事業所に到達すると考えられる
ため

道路特性
平均交通量

(台/12h)

広告密度
(個/km)

掲出距離 業種

東西主要 19,028 15.86 長い 医療業が多い

南北補助 11,866 12.26
医療業が多いが、
不動産業も多い

東西補助 データなし 8.10 短い 医療業が多い

調査道路
調査

距離（km）
広告総数
（個）

交通量*
（台/１２ｈ）

車線数
（本）

東西主要道路

国道２５０号（明姫幹線） 8.2 76 33,475 6

県道７１８号（浜国道） 8.7 141 13,125 2

国道２号 9.4 200 10,484 2

東西補助道路 旧西国街道 7.9 64 データなし 1

南北補助道路
県道１９号 2.6 33 12,942 4

県道３８３号 2.7 32 10,790 2

左のような軌道を描く
ことが予想されるので、
調査地域や調査路線
などの拡大により検証

また、事業所・広告社
へのインタビューなど
を考えている

表1 道路別基本データ

調査方法

図1 誘導形態別広告分布図

図2 道路別掲出業種数 *

考察１

仮説

交通量が多い道路ほど、屋外広告数が増加するのではないか

東西主要道路では、
交通量が多くなるほど、広告密度は小さくなっている

→長距離の移動に使われる側面が大きく、速度を出すため、屋外広告の
効果が得られにくいと考えられるからではないか

図3 交通量と1kmあたりの広告数散布図

図4 道路特性別広告掲出距離図4 道路特性別 広告掲出距離

*「全国道路交通情勢調査 平成27年度 兵庫県一般交通量調査」
調査日時:10月18日午前7時～午後7時、同23日午前7時～午後7
時 (兵庫県ホームページより)

加古川より東側で

浜国道
地図・位置情報のみ記載の
広告物が増加

国道２号線
誘導機能なしの広告物が増
加

・道路特性に関わらず、全体

的に医療業の掲出が多い

・補助道路において

不動産、物品賃貸業の
割合が高い

*「日本標準産業分類」(平成25年10月改定)

をもとに分類

道路特性の違いが、屋外広告の特色や
事業所との位置関係にどのような影響を
与えているのかについて解明する

キーワード

主要道路・補助道路：交通量、車線数、道路
方向などによって、道路特性を定義したもの

掲出距離：屋外広告と事業所間の距離を
Googleマップを用いて算出 したもの

浜国道

国道２号線
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